
令和 8 年度 笠松町自主防災会定期総会議事録

令和 8 年 6 月 2 日
笠松町内会会長

開催日時:令和 8 年 5 月 24 日（日）10 時〜12 時

場 所:笠松町会館

出席者 :役員・令和 8 年度区長 / 班長他、合計 28 名

１．会長挨拶
頻発する地震などの災害に早急に対応するため、昨年も防災用品の充実に取り組みまし
た。その上で現状の笠松町の防災対策状況について AI による分析を実施した結果、
１．想定した避難人員（48 人）に対する備蓄は高い水準にあり「備蓄型防災」としての
基礎体力は十分である。
２．一方で現状の備蓄は「避難生活を支えること」に重点が置かれており、「災害発生直
後の実働対応」に必要な準備は不足しているとの指摘がありました。
　この指摘に基づき、今年度は住民同士による安否確認、避難誘導、軽度救助、初期消火
など安全を最優先にした「近隣支援活動」に取り組むことを本日の総会の中で説明する旨
説明があり、町内会活動における会員の皆様からのご理解とご支援に対しての御礼と今後
の継続したご支援に対するお願いがありました。

２．議長選出・総会成立・定足数報告
司会の福島さんから議長選出の説明があり、出席者より「司会者一任」の発言に基づき賛
成多数で乾さんを議長に選出し、議長より「町内会の総会定数は 78 名、本日の出席は 28

名、委任状提出は 16 名で会則第 10 条 4 項の規定により本会議が成立し、本日出席者の半
数以上をもって議決が成立する」との報告がありました。

３．議事 　※別紙、「議案書」参照

第 1 号議案 令和 7 年度活動報告
会長より活動報告があり、賛成多数で成立しました。



第 2 号議案 令和 7 年度会計報告、及び監査報告
会長より会計報告、監査役より監査結果報告があり、以下の質疑がありました。
（1）前年度補助金の修正について、泉佐野市から笠松町内会に入金された令和 6 年度補
助金 12 万円を笠松自主防災会に振り替えたことを確認しました。
（2）第一小学校や佐野中学校の避難所や笠松会館・心明館等の届出避難所の違いについ
て質問があり会長より説明し、賛成多数で成立しました。

第 3 号議案
令和 8 年度活動計画
会長より活動計画案の説明があり賛成多数で成立しました。

第 4 号議案 令和 8 年度会計予算
会長より会計予選案の説明があり賛成多数で成立しました。
以上で定期総会の議案審議について全て終了し、議長は降壇。
議事進行を司会者にかわり令和 8 年度定期総会が終了した旨報告がありました。
引き続き「防災訓練フェスティバル」「防災士育成研修」「マイナ救急」について会長
より以下の説明があり、笠松自主防災会として積極的に取り組むこととしました。
（1）防災訓練フェスティバル
毎年 11 月第一日曜日に実施の泉佐野市大防災訓練において、全市共通の訓練科目で
ある 1シェイクアウト訓練 2 安否確認訓練（各世帯での安否確認タオルの掲出と掲出状
況の確認報告）に続き笠松北公園において、例年笠松町独自の防災訓練を過去 3 年同じメ
ニューで実施し、アンケート結果では同様の訓練の継続を望む声が多い一方、より多く
のこども達も含めて若い層の住民参加が望まれています。
ついては令和 8 年度は多くの住民に参加頂けるよう、前年までの区単位での研修から
家族単位で自由に訓練に参加し防災クイズやゲームも含め家族で楽しめる企画を中心と
したフェスティバル形式に改革する予定です。詳細については今後「防災委員会」で協
議検討を進めますので、多くのボランティアの方にご協力を頂くようお願いします。
（2）防災士育成研修
今年度の取り組みテーマの「住民同士による安否確認、避難誘導、軽度救助、初期消
火など安全を最優先にした【近隣支援活動】」に取り組むためには、多くのボランティ
アの力が必要です。現在笠松町には泉佐野市主催の研修を受講した防災士が 18 名おられ
ますが、人口 2,800 人を超える笠松町の【近隣支援活動】を実施するには不十分な状況
です。
ついては今年度も開催される防災士講座に、学生も含む若い方を中心に多くの方に参



加頂く必要があり、回覧板・掲示場など後方活動を強化しますので、是非多くの方の参
加をお願いします。
（3）マイナ救急
現在災害時に避難の援助が必要な絆メンバーの方々に、救急情報を記載したシートを
入れた透明の筒を冷蔵庫に保管し、救急隊員が出動した際に救命に必要な情報を共有化
する施策を実施しています。
しかしながら常に最新の情報に更新されていないなど多くの課題があり、笠松町民生
委員と市の関係部署と協議した結果、今後は「マイナ救急」の推進にきりかえることと
しました。
「マイナ救急」とは、救急隊員が傷病者のマイナ保険証（健康保険証として利用登録
したマイナンバーカード）を活用し、傷病者の医療情報等を閲覧する仕組みです。
町内会の皆様には是非「マイナ保険証」の登録をお願いします。
次に佐々木防災士より「7 区 5 班での浸水について」報告がありました。
最後に泉州南広域消防本部指令課の後藤様・田口様より「通報研修」の講義があり
全員で受講しすべての演目を修了しました。

以上


